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会長挨拶	 紙谷会長

皆さま、こんばんは。今月のガバナー月信におい
て、大橋ガバナーは、当地区が日本全国34地区の中で
も特に青少年奉仕に熱心に取り組むロータリアンが非
常に多く、質の高い奉仕と人材育成につながっている
との記載がありました。

また、今月の「ロータリーの友」には、昨年 9 月に
行われた地区ロータリー財団セミナーに関する大橋ガ
バナーの寄稿が掲載されております。このセミナーで
は医師であり公衆衛生の専門家である尾身茂先生が特
別講師としてお越しになられ、尾身先生とローターア
クターによる対談形式のセミナーが行われました。

ローターアクターたちが積極的に質問する姿勢が、
尾身先生やみんなの熱意を引き出すマジックにつな
がったのではないかと大橋ガバナーは述べております。

このように我々のクラブの青少年奉仕事業というの

さあ～いこう！
新たな時代に向かって

は社会奉仕事業や職業奉仕・国際奉仕事業のすべてに
関係しております。米山奨学生との交流・ビジョンに
もありますRAC設立にむけての準備などの活動を積
極的に行い、若い世代の考え方・奉仕の仕方なども取
り入れていかなければならないのではないかと思う次
第です。

さて 6 月 9 日のフェローシップ例会（45周年記念例
会）ですが、司会者には芦田純子さん、例会メイン司
会は清水（大）副会長、懇親会メイン司会は青木会員に
お願いしています。特に懇親会では皆で盛り上げてい
ただきたいと思います。

来賓には後藤吹田市長、大橋ガバナー、上本ガバ
ナー補佐、前田ガバナーエレクト、柴田商工会議所会
頭、宇良関・金峰山関、美ノ海関にお越しいただく予
定です。

例会では20台のドローンにより開会の演出を行いま
す。懇親会では国際的にも有名なA.Mダンスインター
ナショナルスクール代表のTseng Weishiou（ザン
ウェイショウ）様、日下部末央様にお越しいただき、
社交ダンスをご披露頂きます。彼らは国際審査員とし
て、海外でも活躍されているプロのお二人です。皆で
ゲストのおもてなしをお願いできればと思います。

この例会を機に50年に向けて新たな時代へとスター
トしていきたいと思いますのでどうぞよろしくお願い
致します。

ゲスト紹介	 親睦活動委員会　村上委員　

本日はお客様として、株式会社ジェイコムウエスト
北大阪局　地域プロデューサー　中村和久様にご参加
いただいています。本日の例会をお楽しみください。

本日の例会 次回の例会

第1966回例会　令和 7 年 6 月 2 日
今週の歌　「君が代」　「奉仕の理想」
卓　　話　「一年間の総括」

木田　昌宏 国際奉仕担当理事
福原　　斉 職業奉仕担当理事
橋本　芳信 社会奉仕担当理事

次年度・クラブ協議会

第1９67回例会　令和 7 年 ６ 月 9 日
今週の歌　「君が代」　「奉仕の理想」

　　　　　「45周年記念例会」
「フェローシップ拡大例会」



幹事報告	 清水（良）幹事

１ ．クラブ細則改正案の投票
＜細則の改正案＞
期間限定で、入会金の支払いを免除する規定の追加
変更
＜変更案※要約＞
入会金20万円を2025年 7 月 1 日から2028年 6 月30日
までの間に入会する者について支払いを免除する。
＜投票結果＞
全員一致で可決承認

２� ．ミャンマー地震の支援募金箱をまわさせていただ
いております。皆様、ご協力をお願いします。

　※募金28,431円が集まりました。

各委員会報告	
●合田クラブ会報委員長

本日お配りしている「第1965号クラブ会報誌」の
「 5 月のご結婚記念のお祝い」に「小山会員夫妻」の
記載漏れがありました。お詫びして訂正させていただ
きます。

��

お誕生日のお祝い　 6月

�

会　　員
　阿部会員
　村上会員
　佐藤会員

会員夫人
　家村会員夫人
　小山会員夫人

�

出席報告	クラブ奉仕委員会　瓜生委員長

●会　員　数　40名　　出席会員数　3２名
●来　　　客　 １ 名　　本日の出席率　９１．４３％
● ４ 月２８日の出席率（メーキャップ含む）100％

ニコニコ箱	 瀬川副SAA

本日は10名の方からご協力をいただきました。井伊
会員、紙谷会長、榎原会員、清水（大）会員、瓜生会
員、坂本会員、江村会員、青木会員、福原会員、髙木
会員です。ありがとうございました。

　　　　　　　　本日のニコニコ箱� 39,000円
　　　　　　　　累計のニコニコ箱�1 ,954,850円
　　　　　　　　累計のニコニコB� 27,000円

卓　　　話

地区出向委員の活動報告�

職業奉仕委員会	 近藤　亘 委員

今年度の第2660地区職業奉仕委員会の出向活動報告
をさせていただきます。

地区職業奉仕委員会は、各クラブの出向者が毎月第
3 水曜日に16時からガバナー事務所で職業奉仕委員会
を実施しております。

今年度は大阪西RCの近藤太郎委員長、豊中RC武枝
副委員長と大東中央RCの荒金副委員長と委員12名の
計15名で構成されております。

第2660地区の職業奉仕委員会は、大阪北部地域（大
和川以北）の77クラブの各クラブの職業奉仕委員長の
みならず、地区内会員がロータリーの職業奉仕につい
て理解を深め意義のある実践が出来るように支援活動
をしております。

活動報告
１ ．クラブ職業奉仕委員長会議

2024年10月 5 日（土）大阪YMCA国際文化セン
ターで各クラブの職業奉仕委員長に「職業奉仕」に
対する理解をより一層深めてもらうために、事前に
各委員長には自クラブの職業奉仕委員長になられて
の疑問点や悩み質問事項をアンケートで聞き取り取
り。当日は ２ 部構成で、第 １ 部は職業奉仕の考え方
やバージョンアップした卓話モデルと地区内クラブ
での活動事例発表を実施、第 ２ 部では昨年に引き続
きグループディスカッションによる情報交換を実施
致しました。

この中で「ライブアンケート」を使い個人の携帯
電話でQRコードを読み、リアルタイムで質問に対
するアンケートの結果がリアルにグラフ表示され調
査ができ、また匿名で質問もできます。地区内の各
委員会もこれに興味を持ち職業奉仕委員会に問い合
わせと実際の運用依頼が来ております。
「ライブアンケート」は、地区職業奉仕委員のメ

ンバーが実際の仕事で活用しております。併せて
ペーパーレス化も進めており、会議資料は電子化さ
れて各自に事前に配信され委員会の出欠も電子化さ
れております。

余談ではありますが、私はこの日に司会を担当
し、この後にあった自クラブの45周年講演会の良い
予行演習になりました。

２ ．卓話講習会の実施
2024年11月20日（水）第2660地区ガバナー事務所で

実施しました。



これは、「日常における職業奉仕の理念の実施」
と題して、ロータリーの入会歴の浅い会員が職業奉
仕委員長になられ何をすべきか不安や戸惑いのある
委員長に対してRCの起源から現在に至るまでの変
容、その他の奉仕活動との関係をおさらいして、職
業奉仕月間に各自クラブで職業奉仕について委員長
自身が卓話を実施していただく参考に地区がフォ
ローしております。

数年前は地区職業奉仕委員が要請のあったクラブ
に卓話を対応していたが、これでは浸透も実践もで
きず変化が見られなかったために、このような試み
を実施しています。直接参加は13名、WEB参加は
9 名で計22名の参加がありました。

３ ．ロータリアンとローターアクターとの懇談会
2025年 2 月19日（水）レストラン　エル・シエロで

昨年同様にローターアクターとの懇親会を大橋ガバ
ナーの意向で実施。

今年は地区国際社会奉仕委員会も共同事業として
参加し、補助金対象事業説明と推進をテーマに
RAC代表者と懇親をはかりました。

若者達のRCに対する考えや見方を「ライブアン
ケート」で確認しました。

４ ．地区研修・協議会
2025年 4 月 5 日（土）大阪国際会議場で第 ２ 部とし

て職業奉仕部門の部門別協議会を実施。
これは、次年度職業奉仕委員長に地区職業奉仕委

員会の次年度方針や １ 年間の動きを説明する場で
す。私は次年度も地区職業奉仕委員会に出向致します。

当年度内に実施されたので少しふれました。
各クラブの職業奉仕委員長になられた方は、過去

から職業奉仕はロータリーの根幹である、ロータ
リーの奉仕部門を図解したロータリーの樹や理念と
か難しい理論から入ります。ロータリーのスタート
が職業人の集まりで １ 業種 １ 名という原則があり歴
史もあるため仕方の無いことかもしれませんが、会
員数の減少でそれも崩れてきています。

地区に出ていますと、職業奉仕は難いイメージが
あり単年度制の奉仕委員長は各自クラブの従来から
やっている奉仕活動の継続ができればまだ良いが、
何もできないまま １ 年が終わってしまう悩みも見受
けられます。自クラブで自分の職業や他のクラブメ
ンバーの職業を通じて地域社会に貢献や奉仕できる
ことを自クラブ内で考え、自クラブの他の奉仕委員
会と共同事業として活動し、自クラブ地域でロータ
リーの知名度を上げていただきたいと願っています。

地区は集まった事例を基に引き続き発信していき
ますので、次年度もよろしくお願いいたします。

公共イメージ向上委員会
	 佐々木　博史 委員

公共イメージ向上委員会への出向報告をいたしま
す。当委員会の活動方針は「ロータリーの認知度・公
共イメージの向上、対外的にインパクトのある奉仕活
動及び情報を発信することで、各クラブの会員増強を
目指す。」です。今年度からRACのメンバーから 4 名
も参加となり、総勢21名の活動となりました。

主な活動は
１ ）�ロータリーの対外的発信の促進（SNS・ホーム

ぺージの利用による広報活動の充実、メディアと
のネットワーク確立等）

２ ）�My ROTARYを活用したロータリー活動、ロー
タリアンの情報共有の促進

３ ）�クラブ優秀賞（旧ロータリー賞）の獲得推奨
４ ）�公共イメージに関するロータリアンへの啓蒙活動

（危機管理委員会とも連携）
５ ）�ロータリーロゴ等の適切な使用方法の啓蒙による

ロータリーブランドの確立
になります。

　今年度の主な活動は
１ ）�公共イメージ向上セミナーの実施
　　（2024年10月 5 日実施）
２ ）�主要メディアへの活動報告・懇談会開催
　　（2025年 2 月21日実施）
３ ）クラブ例会への講師派遣
４ ）SNS発信促進、その他
５ ）PETS／地区協議会でのロータリー賞PR
の ５ つです。その中でもメイン事業は各クラブの広報
担当者への公共イメージ向上セミナーと大手マスコミ
担当者にロータリーの活動概要を説明するメディア懇
談会があります。

１ �．公共イメージ向上セミナー　
　　大阪YMCA 国際文化センター

【プログラム】
・なぜ公共イメージ向上が必要なのか
・SNSによる積極的な発信と見込まれる効果
・�メディアの有効利用について」地域メディアでの情

報発信
・クラブ優秀賞とMy ROTARY
・ロータリーブランドを正しく使う
この 4 つのテーマで実施、当日は紙谷会長もご参加い
ただきました。

２ ．報道関係者向け活動概要説明会/懇親会
　　ホテル阪急インターナショナル

【プログラム】
・ロータリークラブについて 



Suita West RC

ジェイコムウエストの中村様、いらっしゃいませ！

近藤会員から地区出向活動報告の卓話

佐々木会員、本日が最後でした。
ありがとうございました。

本日はカルパッチョと鶏肉グリルです。

「中庸を守る」
調子に乗って失敗したことは数知れず、偏り
なく、また過不足なく、調和を取り、バラン
ス良く行動することを目指していますが、道
のりは遠いです…。

私の座右の銘
３６ 村田会員

・ローターアクトクラブについて 

・�ロータリークラブの具体的な活動内容について

　�トイレトレーラー事業、カンボジア・シェムリアッ

プ州立病院への電子カルテの導入

・ �ロータリーが取り組む関西万博関連事業

　�当地区の万博関連事業総括、当地区のテーマウィー

ク事業

・懇親会の部　

今回はローターアクトクラブの紹介や万博関連事業

を中心に各クラブの活動事例等を説明後、テーブルご

とにセッションを行い意見交換、説明会後は場所を変

えて懇親会を行いました。

12名の関西の報道関係機関の参加があり、昨年度に

引き続き開催したことで前年と同じ担当者のご参加も

多く、よりロータリークラブの活動への理解も深ま

り、公共イメージ向上につながったと思います。

最後になりますが、 4 月 1 日より定年退職に伴い、

北大阪局を離れ本社の人事管理統括部にて勤務してお

り、今月を持ちまして退会することになります。後任

は本日ゲストとして参加しております中村になりま

す、北大阪局にて地域プロデューサーとして地域のス

テークホルダー様と協力し地域の盛り上げや貢献を推

進する業務を担っておりますので、引き続きよろしく

お願いいたします。

2021年 5 月に前任の山下より引継ぎちょうど 4 年た

ちますが、奉仕の精神はじめ多くのことを学ばせてい

ただき、会員の皆様と親睦を深めながら活動させてい

ただいたことは、とても有意義で楽しい思い出となり

ました、至らない点も多々あったかと思いますが、 4

年間お世話になり誠にありがとうございました。

吹田西RCの益々のご発展を祈念しております。


